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講 話

ス ル メ イ カ Onzmα strephes 　slo αni　ραcij7cus

　　　　　　　　（STEENS皿 UP ）の 解剖

理 學博士 佐 々 木 望

　頭 足 類 の 一
毅解剖學に 關す ろ 文猷中 學生 の 解剖實驗指針 とな し得 る者、既に 數種

，
あ り。 但 し、之

等 は 總 て 八 脚類（タ コ 類域 は 閉 眼 十 脚 類 （鴨 賊 及 ヤ リ イ カ類 ）に 闘 して 書か れ た う も の に して 、開眼

十 脚 類 （ス ル メ イ カ 類 ） の 解剖 に 戡 きて は、未 だ適當 な る解 剖 手 引 な しo 本指針は 此 缺陷を 補は ん

1

　　
1

（1）1船 Ro Ψ E の ELF．Dots’E （LiverpooL 　 Mar ・Biel．　 Com ・Mem ．　 XVI 工1）； （2）KuKENTAI．の

Zoologische　Praktikum 　； （3）BRO 。KS の Handbook 　of　h 、
▽
e血 br説 Zoology｝ （4）石 川千 代 松 氏 の ヤ

　リ イ カ の 解剖手引 （動物學雜謎第二 十 九 卷）、以 上 四種 の 内（1）は 八 脚類、他 は 總 て 閉眼 十 脚 類 の 解 剖 な 目，

2的 とな す 。
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●

i

爲、其 最普通種 ス ル メ イ カ を 材料 に 選 び た り。 され ど も可 成本類 と 他 の 頭 足瀬 と の 解 剖 上 の 相 違點

を 列 擧 して 後者 の 解剖實驗 に も便 とぜ り 。 大 略の 器 官粗互 の 關係11e　pmら ん とす る程 度 なれ ば數尾の

酒 猜或 は ホ ル マ リ ン 標 本 に て 足 る L更 に 精 細 に 諸器官 の 構造 奄 研 究 ぜ ん に は 自 ら臨海實驗匪に 醐張

し多數 の 生 鮮 な る材料 を 求 め て解 剖 す る の み な らず器 器官 に 色 素液 を注 射 し或 は 適 當 な る方 法 に て

勤物な 固定 し顯微鏡 切 片を造 u て 檢査 する 畆要 す 。 然 し茲 tc於 て は解剖 指針 の 主 旨の 版 圍 に 止 め 禦

雜 な る 實 瑜 の 方 法 fpmeく る こ と と “一　IJ
。 術 語 は 、可 成普通 の 者 が 選 び t＊畫 rcは實驗者の 便 宜奄 慮 り

本文 に 説 明 ぜ ろ搆 造 以 外に し て 容 易に 親 られ得 る溝造 な も指 示設明ぜ U 。 解剖 に か か る 前 に 豫備智

識 と し て 下 の 各事 項 を 理 解 記 憶 す る 必 要 あ 1）0

　　　 1．頭 足類 ［Cephalopoda は 希臘 語 の κε卿 初 （頭 ）π 面 6ζ（足 ）ふ り出 づ 1の 分類。

　 四 鰓 目 （Tet・rabra コichia ）例 、 ア ン モ ン ガ ヒ 、鸚 鵡 員 Q

＿ （、，、blanc・hi．）　i
tpapt’

　
g − ・礪 騰 鮮 ：1：

　　　　　　　　　　
丶
八 脚 亜 目 （Octopoda・）タ コ類 o

　　　　　　　　　　　　　 2，他軟盟動物 との 構造上 の 比 較。

　（a ）他 軟 體動物 の 足部に 相當 す る 部分は 頭 上 に 口 な 取 蓼 卷 きて 環 列 ぜ る 多數 の 腕 1專 ら捕 餠、鱗

覺 の 用 畆 な す ）と漏 斗 と に 變 化 S り、（b）紳 痙節並 に 感覺器 は 頭に 集合 し頭 部 の 意義 を 強 （す、（c）

眼 が 良 く發 謹 L
、 其溝 造 の 複雜 な る と 大 な る と に 於 て 全 軟農 動物に 冠 繕 ぜ 口、（d）介殻は 多 （の 種

類 に 於 て 發 生 中 に 外 套膜内に 封 ぜ られ 著 し く退 化 rf り、（e ）内臟器官 は 軟體動物 の 原 型 に 於 て は 前

後 に一直線 を な す も頭 足類 に 於 て は 〈 形 に 曲 る D 其結果 と して 肛 門、生 殖門、排 泄 門及鯵 は 總 て 口

と同 方向 に 向 くe 以 ヒの 總 て の 特徴 は 畢竟 本 類 が 全 軟體動物 中最 も鐓 活 な る 肉 食性 蝣 行 動 物 な る特

性 に 順應 す 。 特 に イ カ igrc於 て は （1） 身體 が 勧經肋 に 延長 rfる こ と （2）身 體 の 後 端 に 鉛 舶 の 推 進

器 の 如 く運 動 す る鰭 （重 に 前 進 蓮 動器 ）が 發 逹 ぜ る こ と、（3＞眼 が 特別に 能 く發逹せ る こ と、及 び （4＞

介殻が 丁 度脊椎動物 の 背骨の 用 71eなぜ る こ と等 は 、 総 ぺ て 此 見方71e良 く證 明 ぜ る もの と 謂 ふ 可 し o

　　　　　　　　　　　　　 3．身 　軆 　の 　竝 　置 o

　上 逑 の 形 態學 上 の 事實 に 基 き頭 足類 の 身 體 の 位置 奄 他 の 軟盟 動物 に 比 較 す る に は 體の 主軸 な 斜 に

保 ち 、 腕部 を 前下方 に 、胴部 る 上後 方 に 、漏 斗を 直下 に 取 る 、然 し解剖 上 の 一毅 の 風 脅 に は 其 生 理

學 上 の 立場 （
一

般に 頭 の 方 を 前 と稱ぶ 、イ カ の 習性 を 觀察 す る に 他 動 物 な 襲ふ 時は 腕を 前に 保 ち 、

骨骼 な 上 に 、漏 斗な 下 に して 突 邁 す）ま り し て 頭帥 ち 腕の あ る 方 秘 前 、歸 の 方 を後、骨骼 の 方 な 背、

海 して 漏斗 の 方fP腹 と 禰す 。

第一
、 外 部 の 特 徴 （第

一、第 二 、及第 七 圖參 照 。 ）

，

り

　普逋 外部 を頭部 、 胴 部 及腕 部（或 は 脚 部）に 區 分す
。 之 等各 部 に 付 き重な る 構

造 を次 の 順序 に 從 ひ 檢査 す 可 し。

　一
、 頭部 。

（1） 名側 lc・一個 の 大 な る眼 あ P
、 眼 瞼 （eye −lid．第 二 鬪 ld・）は 廣

く擬寶 珠 形 に 開 き て 内部 の 眼球 を露 出 す
。

ヤ リィ カ に 於 て は 眼 瞼は 閉 じ透明 な

る 薄 き 皮 膜 （角膜 cornea ）に 變化 せ ba （2） 腹 面 に は 明 か に 境 さ れ た る窪 み

（inf巳ndibular 　excavation ，第二 圖 exc ．　 inf．）あ りて 中 tこ漏 斗 を抱 く、 其 前庭 部

（fovea）の 内外 に は各 數 葉づ kO 皮褶 あ e
。 （3）漏 斗 （infundibuユum ．　ca−一及第

N 工工
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二 圖 illf）は基 部 （襟部 collar　p〔〕rtion ）擴 りて頸 を取 卷 き外套腔 よ り噴 出す る 海

水 を集 む る に 適せ り
。

（4） 襟部 が 外套膜 内面 に 附着 す る爲 正背 lc　一個 、 腹 部 に

ム尸ノ

第　　 一　 　 圖

ス ル メ イ カ の 腹面 圖

一 對 の 軟骨 質 の 器 官（resist ・ing　eartilage ．

第 二 圖 cart．　illf．及 cart ．　 nncll ．） あ り
。

（5）頸部各側 に は 山字形 の 肉褶 あ り
、 丁

度 海水 の 外套 腔 に 入 ら ん と す る 逋 路 を

扼 す 、 臭覺器 （olfactory 　organ ．第二 圖

org 、　ol 玲 と名付 らる。 廻 し ヤ リイ カ に

於 て は W 字 形 を呈 し、 甲 烏 贓 に て は

簡 單 な る 穴 と 成 れ り
．

（6＞頭 頂 に 於 て 腕

の 根 元 、口 の 周 圍に 、内外 二 枚 の 雇 あ b
、

其外方 に 更 に
一

枚 の 膜 （周 口 膜 bUCctal

membrane ．第 一及第七 圖 m ・buc・） あ

tJ、其 周 縁 は 七 個 の 突 起 と な り觸 覺

の 用 を授 く
、

成 長 せ る雌 に 於 て は 膜 の

内面組織 中 に 口 を取 圍み て 環 列せ る 凡

三 ＋ 個 の 受精 嚢（・eceptaculum 　seminis ）

を備 ふ 又 其附 近 に 精筴 C後 出 24 項 ）の

附 着 せ る を見 る c ヤ リ イ カ に 於 て は 隷

の 突 起に 吸盤 を備 へ

、 受 精 嚢は 二 個 に

し て 馬蹄 形 の 褶 に て 取 り圍 ま る
。

　二
、 嗣部 。 外 に 稍 紡 経 状 を呈せ る 厚

き外 套 ｛［pa］lium ，
　mantie ．第

一 及 第七 圖

pa］1．）を覆 る
、 其後端 の 凡三 芬 の

一 に 沿

ふ て 菱 形 の 肉鰭 （tin．第一
圖 pinn．）を有

す． 甲．語賊 に 於 て ぱ鰭 は 幅 甚 狹 く外 套

の 全外稼 に 沿 ふ て 走 る。

三 、 腕 （a   ．〕． （］） 四 對 帳 圓錐 形

の 腕 は 最背 に 位 す る
一

對 よ り算 へ て 第
一

、 第二
、 第三 、 第四腕 （或 は 脚 ）と 名付

く 、 故 に 第 四腕 と は 最腹 に あ る
一

鍔 な り （第一一及第 七圖　br．1− IV ．）、（2）第

三 腕 と第四 腕 の 間 よ り A
．
一 獨 の 長 き腕 を出す之 を觸腕 或 は 捉腕 （tenもacuiaror

grasping　arm ．第一及第七 圖 tent．〕 と稱 す、此 腕 は 閉眼 類’こ 於 て は 季素 は 頭 内

の 室 所 に 隱 る
。 其 形献 は 普 遖 の 腕 と異 り根 元 は 細長 く先端 に 於 て 反 つ て 太 し茲

を腕 頭 （club ）と稱 し茲 の み 吸 盤 を有 す、（3）吸 盤 （sucker ，第
一

圖 s）を礦大鏡

に て 檢 査 し其 中膣 を支 ふ る 角質環 （horlly　ril19 、 の 外縁 に 同質 の 齒 と 其 周圍 の

を

N 工工
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疣縁 （papillate　area ）の あ る を見る 、
之 等は 餌魚 の 體壁 に 附着 す る際 の 辷 り止

め な り、 又中腔 の 底 は 柄 を引 く度 に 底下 し て 中腔 を擴大 し吸 着 を生 ず。
（4）其

他 脚 の 内面 に 於 て 吸盤 列 の 外 に あ る 保護膜 （prote¢ 七ing　membrane 第一
圜 p．m ．）

及 外 面 の 鰭 畝 （keel或 は web ．第
一

圖 w ）を檢査せ よ。

　四 、 皮膚器 官。 材 料 が 新鮮 なれ ば 顯微 鏡 に て 醴全 面殊 に 背 面 に 多 數存 在 す る

赤 、 黄 及燈 等色各種 の 小 色素 胞 （ehromato ］）hore）を檢 査 し各個 が 四 方 に 延長せ

る筋纖維 に よ り て 押縮 す る を見 よ
、 刻 々 の 體 色 の 變化 は 之等 の 色素胞 の 任意 の

組 合 に よ り て 起 る
。 多 くの 外 洋深 海 性 十 脚 開眼 類 に 於 て 色 素胞 は 皮膚 の 他 の 組

織 と連 合 し て 發光器 を形成 せ り
、

ホ タ ル イ カ は 其好 例 な り u

第＝
、 外 套腔に 現れ碧 る諸器官 （第二 、第三 及 第 七 圖 參照）

　 動物 を腹 面 を上 に し て 正 中線 を少 し く右 に 避 け て 内臓 を損傷 せ ざ る 樣 注意 し

て 外 套 を縱 に 切開 し腟内の 種 々 の 器官 を第三 圖 に 引合せ て 覗 る可 し但 し雌 雄 に

塵

膨

加 α

　

加 α

turetncafiLat

　 　 　 第　　　二 　　　圏

ス ル メ イ カ 頭 頸 兩 部 の 器 官

N 工工
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よ り て 構造 を異 に す る を以 て 兩性 各個 に 付 き檢 査す る を要 す
。

雌 は 充 分 成 熟せ

る もの よ り寧 ろ少 し未 熟 な る者 の 方 内臟 諸器 官 の 關係 明瞭 な り
。

　
一

、 肝藹 。 （Liver．第三 及 第七 圖 hep，）、　 ZEPt色 の 物體 1こ して 其後部に は 膵臓

（］）　a
’
　ncreas ．同圖 paner，）の

一
部 も見 ゆ

。

　＝
、 直膓 。 〔rectum ．第二

、 第三 圖 rect ，）其先端 の 肛 門は 左 右に 一
個 づ k の 宇

月形 の 辨膜 （anal 　appe − dage．第三 圖 aPP ．　an ．）を備 ふ
。

　三 、 羅汁嚢。 （inkbag．同圖 atr．）、 小 形 の 延長せ る 嚢 に し て 肛 門 の 直前に て 外

套腔 に 開 く、 本嚢 は 甲烏賊 科 に 於 て は著 し く發 逹 し外 套腔 に 露出せ る偉 大 な る

器 官 とな れ り
、 又 ミ ミ イ カ 類 に 於 て は 普逋發光器 の 一部 を形 成 し居 れ り

。

　四 、 腎嚢。 （renal 　sd’　c
，
　renal 　capsL ・le第三 及第七 圖 sacc ・　 ren ，）、 直 腸の 基部 の

嚢 に し て 中 に 海 綿壯 の 排泄腺 （靜 脈小嚢 、 同 圖 sacc ，　v ．）を備ふ 、 腎嚢は 前端 に

あ る 一封 の 腎門 （renal 　o ］〕ening 同 圖 ur ．）に て 外套膣 に 開 口 す
、 甲烏賊に 於 て

は 腎門は 多 少 水 管献 に 突 出せ り。

　五 、 大 靜賑 。 （VGna 　cava 第三 圖 v．　c．）直腸 の 右 側 に あ り て 後走 し て 腎嚢 に 入

り海 綿默 の 排泄腺の 中軸 と な る （靜脈 系 に 注 射 す る に は 大靜 脈 よ りす る を 便 と

す ）c

　六 、 鰓 。 （branchia，
　 etenidia 同圖 bm ．）、

一對 の 朋 毛 駄 の 器官 に して 其 中軸

を な す もの は 動靜 兩血 管な り但 し鰓 の 外 面 lc現 る る 中 軸 は 麗 靜 脈 〔第三 圖 v．

brn．） に し て 鰓 動脈は 器 官の 中 に 隱 る
、 鰓 血 管よ り左 右各 側 IC多 數 の 鰓 葉 を 出

す 、 其數凡 七 十 本 を算 ふ
、 但 しタ コ

、
ミ ミ イ、カ の 類 に 於 て は其數 至 つ て 少 く十

數 本 を起 ゆ る こ と稀 な り（動脈系 に 注 射 す る に は 鰓 靜脈 よ り す る を便 と す ）、鰓

を外 套 に繋 ぐ膜 （鰓 懸帶 bエ・allchial 　suspensory 第二 鬪 SUSp ・brn．）に 沿 ふ て 走

る 長 き腺 を鰓腺 （branehial　gland同圖 91．　br1L）と稱 す
。

　七 、鯉心 鼠 （branehial　 heart．第三 圖 c ．　hr1L）、 鰓 の 根 元 に あ り其前 端 よ り

鰓 動脈 を 出す 、側 面 ic豆 歌體附 着 す 鰓 心附屬體 〔appendage 　of　brn．　heai’t・．同 圖

app ．　c．）と稱 す 。

　八 、 胃。 （stomach 同圖 stom ．）、 普逋多量 の 消化 物 を貯 ふ る を以 て膨大 し淡

黒色 を呈せ り
。

　九、 内臓毳 （Visceral　sac ．）、外 套腔 内の 全 内臟 を覆 ふ 皮膜に し て 胃、 生殖 腺

等 を包 む 但 し前方 の 境 界は 不 明 な り
。

　十 、 腹靜賑 。 （同圏 v．abd ，）、 外套 後部 よ り内臟嚢 の 上 に 沿 ふ て 前走 し腎嚢 に

入 る
一對 の 靜脈 に して 往 々 充 血 し て 著大 と なれ り

。

　十 一
、 漏斗内壁の 器官。

帥ち 前 蝿に あ る年 月形 の 漏 斗辨 （fUDnel　valve 第三

圖 valv ．）と其後方 の 背腹 兩壁 に あ る腺質 の 物軆 （infundibular　 organs ，第三 圖

gL　inf．　d．及 v ．）な り
。
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　十＝ 、漏斗 及其他の 筋 肉。 重 な る者 は 次 の 五種 な O
。 （1）漏斗下型 筋 （皿 us −

culus 　depressor　infundibuluin．第二 及第三 岡 111u ．　dep．　illf．）漏 斗基部 の 軟骨 器

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 の 内面 よ り出て 後 走 し て 外套 背部骨

　　　　　　 喧 　 　 　 　 　 　 　 體 の 附 近 に 至 る
、 （2） 漏 斗 前 轉 筋

　　 　　　 （lnusculus 　adductores 　infundibuli）、

　　 　　　 二 對 あ り
一對 は 漏 斗 の 背面 に （第二

　　 　　　 圖 mu ．　add ．　inf．　i．）他 の
一

鬻 は 漏 斗

　　 　　　 軟骨 器 の 直 前 に あ り （同圖 mu ．　add ，

輝

v゚．c

Stt¢

匆

騨

第 　 　 　三 　 　 　圖

ス ル メ ィ カ の 套腟切 閉圖

虍ハ o 几

口【ピ、鹸 汚

亡
ゆ ．Sm ．

9．stclt

い り
o   跏 だ

．
’
−Ect ，

．ob ・

ゐ
中

s｛　6rnUT

ノ
）a 厂‘CT ：

lid ．

il！f．　e．）。
（3）漏斗 襟縮筋 （musculus

collaris 同 圖 皿 U ，　 colL ）漏斗襟部 を

構成 す る 筋 肉 な り
L （4）側外 套縮筋

〔musculus 　adduet 〔｝r　paUii　lateralis

同圖 mu ，　 add ．　 pall．1＆t．）襟部 の 背

部 を星 腴祕 經節 の 前 に 於 て 外套 に 繋

ぐ薄 き筋 肉な り
L （5）側頭 牽筋（mus

−

eu1 ロs　ret・ractor 　eapitis 　lateralis　同 圜

・nu ，　retr ．　 eaP ．　lat．）前端 は 後頭部組

織 に 初 ま り 薄 く擴 りて 肝 臓 を鞘駄 に

勉 み 後方 に 行 くに 從 つ て 狹厚 と な り

漏斗下型筋 の 直 内に 沿 ふ て 外套 脊部

の 骨骼 の 附近 に 着 く L 此 他注 意 す可

き も の 三 種 あ り一 つ は 腹 外 套 縮 筋

（nユLxsculLls 　medianus 　pallii　Ol
’
　lllus −

culus 　adduo 亡or　pallii　n ユedianus ）は 外

套腔後部 の 中 央 に 於 て 後 動脈 及外 套

動賑 を含 む 外 套隔隙（n ・t… tle　septmn

同 圖 sept ．）の 中 に 生 ぜ る 筋 肉 な り本

種 に 於 て は 不 明 瞭 なれ ど も ミ ミ イ カ

類 及 タ コ 類 に 於 て は著 し く 發 逹 せ

り
。 第二 は肛 門靱 帶 （anal 　liga皿 ent ，

同 圖 lig．　alL ）に し て 直腸 宋 端 部 を後

頭 部 に 繋 ぐ靱 櫓 な り
。 第三 は鰓 を外

套 に 懸 る膜即 ち鰓 懸帶 〔brancllial　suspellsory ．第二 及第三 圖 susp ．　brn．〕な り。他

は 雌雄 に よ り て 構造 を異 に す 。

　［雌］ 十三 、 卵嚢賑 。 （nidamental 　gland践 第三 圖 gl・nid ・）、 内臓 嚢 に あ る
一
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對 の 紡維 駄白 色の 物 體 に して 後動 肱 を挾 み て 相罸 接せ り
、 成熟 す る と共 に 著大

と な り套腔の 諸 内臟 を覆 ふ に 至 る 、
ス ル メ イ カ 科の もの は皆上 と 同

一 の 構造 を

有 す る も閉眼類 に 於 て は 本 腺の 直 前；C 副卵 嚢腺 あ り て
、 多 くの 赤色 の 物質 を混

ぜ り。

　十 四 、卵鑾。 （ovary ．同 圖 OV ．）内臓 嚢の 後端 を占 め成 熟 す る と共 ie著 し く膨

大 し て 中 に 多數 の 飴 色 の 熟卵 を有 す る
。

　十 五 、轉卵管。（oviduet ．同鬪 ovd ．）は前者 と關係 な く内臓 嚢 に 生 じた る左

右
一

劉 の 繁 く屈 曲せ る 管 に し て 發 逹 す れ ば 延長 し て 同嚢 の 後竭附 近 に逹 す
。 閉

眼類 に 於 て は 何 れ か
一

方 浩減 せ b
。

　十六 、 輪卵管腺 。 （oviduea191and 同 圖 gl．　 ov ⊂L）は 輪卵 管 の 前端 に 位す る 臼

き物軆 な り
。

ホ タ ル イ カ 科 に 於 て は 本腺は 套腔 の 中央 に 於 て 左 右 相接 し卵 嚢腺

の 位農 を 取 る
。

　［雄］ 十七
、 豬欒 ． 〔testis）、 雌 の 卵 巣 と 同

一
の 場所 を 占む

。

　十八 、 輸精管。 （yas 　 deferens）は左側 の 者 の み 發逹 し其尖 端は 延長 し て 鰓 の

基部の 背 を逋 り其 前に て 套腟 に 突出せ り
、 鉉 を陰 莖 （penis）と稱す但 し其意義

は 當 らす
。

第三 、 循壕系 （circulatory 　system ）、 附排泄器 （ex （躍etory

　 apparata ）及體腔 （Coelom ）． （第三 、第四 及 第七 圏參照 。）

　 他 の 軟醴 動物 に 比 し て 遙 に 發 逹せ る循環 器 を有 す
、 即 ち血管及 び 心臓 壁厚 く 、

血管 の 未 梢部 は普逋 毛 細 管 と な り
、 動版 液 の 血壓 も亦甚 だ 高 し。 本系 を悉細 に

檢 査 す る に は 生鮮 な る標 本 を求 め 動賑 靜脈 兩 系 に 朱 を魚膠 に 混 じ水 に 入 れ て 煮

濫漏過 した る朱 液 を未 だ 暖 か な る 間 に 注 射す る を要 す c 而 し て 動脈 注 射は 鰐 靜

脈 よ り其根 元 に 向て 靜賑 溢 射は 大靜脈 よ り頭 方 或 は 後方 に 之 れ を行 ふ
、 注 射後

は 必 す直 ち に 標本 を冷海水 に 入 れ て 冷却 し血節 内の 朱液 を凝固せ しむ る必 要 あ

り
。

　［動賑 系］ 一、心臓 。 〔systematic 　 heart．
’
第四 圖 c．）、 内臓諸器官 の 中心 部 に

於 て 腎嚢及靜脈 嚢 を取 り去 りた る後 に 現 る 肉厚 き器官 な り。 心臓 は他 の 軟 體動

物 の 心 房 に 相 同 な り、 其左右 雨翼部 帥 ち鰓 靜tWuc連 る 所は 種 類 に よ り て は 多少

膨 大 し心 耳 を形 成 す る も ス ル メ イ カ に 於 て は さ る こ と な し
。

　＝ 、頭大動賑 。 （aorta 　cephalic ・a）は 心 臟 の 前端 よ り食道 に 沿 ふ て 頭 方 に 走 る

動脈 に し て 心臟 を去 る や 直 ち に 前後 二 技 を出す。 （甲） 後 枝 は膵臓 に 小分枝（膵

臟 動脈 ar むeria 　pancreatic魯 同圖 a ．　pauer ．）を出 した る後 心臟 の 背方 を廻 り て 後

走 し胃壁 に 行 く （胃動脈 arteria 　gastrica 第四 a 　gastr．）。 （乙）前枝は 大動脈 を

去 る や 直 に 左 右 に 分れ 背方 に 行 き後更 に 前後 に分 れ何れ も骨儲の 兩側 に 沿 ふ て
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眇

縱 走 す 、 之 を背動脈 （arteria 　dorsalis．第 四 圖 a ．　dors．）と稱 し何れ も小 分枝 を

分 出 して 外 套組織 に 入 る
。

（丙 ）頭大 動脈 を更 tc前方 に 辿 れ ば 肝臓 の 中部に 於て

之 に 肝 動脈 （arteri 跳 hei）atica ．同鬪
’
a ．　hep。）を出す を見 る e （丁 ）頭大動脈は 頭

部 に 入 る前 に 再び 左 右 に 枝 を分出す、之 を套縁 動脈 （arteria 　pa！！ialis　marginalis

同圖 a ．marg ．　palL） と 稱 す
、 此 枝 は 前 出の 背 外套動脈 と 合

一 して 外 套 の 前縁

に 廣 く動脈 網 を形 成 す。

　三 、頭及腕 の 動脈 系 。
頭 大 動 賑 は 頭 部 の 組 織 に 入 る 直 前 に 背腹二 枝に 分 叉

す、 背枝 を 咽 頭 動版 （arteria 　pharyngis．同 圖 a．　phar．）、腹 枝 を總腕 動脈 （ar むeria

brachia！is　eomniunis 同 鬪 a ．　br．　 com ，） と稱 す 。 前者 は 口 球 部 に 逹 す る 前 に 數

本 の 小 枝 を 出 し て 後唾 腺 （a ．sa！v．　 posの 、 漏斗 、 及 眼 球 の 周 園 に 關係 す 。 又 總

腕 動 賑 は咽 頭 動 賑 よ り分 る や 直 ち に 食道 の 下 に 廻 り て 前走 し
、

口 球 の 後 面 に 至

り茲 に て 左 右 に 分 叉 す
、 各枝は 腕 の 基部 に 到 りた る後、第 四 腕 、 觸 腕 、 第三 腕 、 第

二 腕 而 し て 第
一腕 の 順 序 に よ り て 分枝 し夫 々 該當 す る腕 の 中心 に 入 る （arteria

braChialiS＆ a ，　tent・acalaris 　T司圖　…1．　br．1− IV ；a ．　te］
’
lt・．）“

　四 、 後大動脈 、 〈arterla 　posterior）、 心臟 の 後 端 よ り出 る や 直 ち に
一

枝（arteria

genitalis同岡 a．　gen．）を生 殖 腺（卵 巣或 は精梟 ）に 出 し、 後内臓 嚢 を去 り外 套腔

を擴 り て 同膜 の 腹 部 iZ多 數 の 枝 を分 布 す 、 之 皀卩ち外 套動脈 〔art，eria 　pa ｝li．Rlis 同

圖 a ．　pall．）な り、其 後端 は生 殖 腺の 上 に て 左右 に 分叉 し 肉鰭 の 中 心に 入 る
、 之

を 肉鰭動脈 （arteria 　pinmaruni 同圖 Ei，］コ
inll．）と稱 す e

　［靜賑系］ 一
、 頭及腕の 靜脈 系 。

腕 の 中 心 を腕 動脈 に 孕 行 し て 走 る腕 及觸 手

靜脈 （vena 　brachialls及 v ．　tentacularis．同 圖 v ．　br．　1− IV 及 v ．　 tent ）は 第四

腕 の 根 元に 於 て 左 右相 合 し て 一本 の 總 腕 靜脈 くvena 　brachialis　colnmUnis 同圖

v，br．　COIn ．）と な る
。 後更 に 他 の 頭 部 の 靜脈 と 合 し大靜賑 に 入 る

。

　二 、大 靜賑 。 （vella　cava ．第三 及第 四 圖 V ．　C ．）前出第 六 項 、 太 き 血管 に し て 前

逋 の 如 く直腸 の 右側 に あ り
、 之 に 入 る 者は 前 出 の 頭部 よ り來 る もの の 他 に 漏斗

靜版 （vena 　infundibulum ，第四 圖 v ．　 inf．）、
肝 靜版 （veua 　hepatica・同 圖 1：

llep．）、 直腸靜賑 （vena 　rectalis ）及 胃 、 膵臟 及生殖 腺 よ り來 る 内臓 靜版 （vena

visceralis ）な り
。 大 靜版 は 腎嚢 に 入 る や 直 に 左 右 に 分叉 す 其外 壁 は 海綿駿排

泄 腺 （同圖 sacc ，　v ．）を形成 す 。

　 三 、 腹靜臉 。 （vena 　abdominalis ．同 圖 v ．　abd 、）前 出第七 項 、 内臟 嚢 の 上 を前

走 し て 同側 の 大靜賑 に 合 し鰓心 臓 に 入 る
。

　 四 、 外 套靜賑 。 （vena 　pallialis．同圖 v ．　pall．）、 後端部 を 除 く外 套全部 よ り靜

脈 液 を集 め 大靜脈 と 共 に 鰓 心臟 に 入 る 、 途 中 に 鰓 腺 よ り來 る 鰓 腺靜賑 （同 圖 v ．

9廴 brn．）を 受 く
。

　 五 、 血窖 。 （blDod　sinus ）、 多量 に 朱 を注 射 した る も の に 於 て は 口 球 、 眼球 及
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腦 の 周圍 に 著 し く充 卑せ る を見 る 、 夊肝臓 の 背側 食道 の 周圍 tc も同 樣 な る充 血

　 第　　 四　　 圖

ス ル メ イ カ の 全 霜環 系腹面 圖

纓 1蒜煢脆 驪
は 大静脈 の 前端部 に

、 後者 は 同

脈 の 腎嚢部 に 開通 す。

　六
、 鰓心臓。 （branchial　heart．

第 四 及第 七圖 e ．brn．）前出第七

項 、 壁 は 多少 海綿妝 の 構 造 を有

す 、 外側 に 豆 趺 の 腺 質 附 屬 體

（aPpendage 　of　branchial　］コeart ．

第三 及第四 圖 app ．　c，）あ b
， 他

の 軟 體 動物 の 圍 心腔 腺に 相 同な

り。 鰓 心 臓 は其 前 端 よ り一
動賑

を鰓 の 内に 出す之 EP ち鰓 動 賑

（arteria 　 branchialis第四 圖 a ・

brn．）な り
。

　［排泄器］ 一
、 靜 賑 ホ 毳

（vein ．　 saCCUles 第三 、 第四 及第

七 圖 sacc ．　v ．）前 出耕…泄腺 を謂ふ
、

大靜賑 、 腹 靜脹 、外套靜脈 、 直

腸靜 脈 及内臟翻脈 各賑 の 中心 部

に 於 て 血 管壁膨 出 し海 綿猷或 は

嚢聚 の 構造 を呈せ る部 分 な り。

　二 、腎裹 。 “
’ena ！ sac 第 三 及

第七 圖 sacc ．1
・elL 、

、 前 出第六 項 、

全靜脈 嚢 を包臟 す る曩 に し て 一

劉 腎門 （renal 　opening 同 圖 ur ・

前 出第六 項 ）に て 外套腔 に 開 くc

靜賑 嚢 の 他 前記 鰓心臓 及其 附屬

體 も亦 同樣 な る作 用 を なす 。

　［體腔 coelQm ］ は 甚 だ原始 的

に し て 二 種 の 腔 よ りな る
、 （

一 ）

圍 心 内 臟 腔 （viseerOI ）el・icardial

Pouch ．　第七 圖　　vise ・per・）、　i亡♪

臟 、
胃

、 膵臟 及生殖腺 を藏 す る
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廣 剖 1空に し て 腎門 の 少 し後 に 於 て 腎嚢 に 開通 せ り、此 遖 路 を腎 圍 心節 軋rello
−pe−

ricardia ！ eanal ，第七 圖 ean ．　 rell ．　 peL ） と稱 す。 （二 ）鰓 心 鞘 Ceapsu］e　 of

branchial　heart 第三 及 第七 圖 ca】｝．　c ．　 bm ．）、 鰓 心臟 及其附 屬體 を藏 す る 嚢 に し

て 窓朕 の 孔 に て 圃 心 内驪腔 に 開通 す、 以 上 の 構 造 を檢 査 す る に は 先 づ腎嚢 を切

開 し肝臟 の 附 近 に あ る腎圍心 管 を 覗、 次 に 生 殖 腺 の あ る 所 よ り前 方 に 圍 心 内臟

腟 を切開 し て 鰓 心鞘 と の 通路 を檢査 し、更 に 前 方 に 腔 を辿 ｝ て 腎園心管 を再 檢

す る を便 と す
。

「

●

》

夢

　　　　　 第 四 、淌化器系 gldigestive　system ｝． （第 三 及 第
．
ヒ鬪參 照 ）

　腎嚢 及心 臓 を取 り去 り胃 及 腸 を露 出 し肝臟 及膵臟 と胃 と の 關係 を楓 次 に 食

道 を 肝臟 の 背面 に 辿 る 可 し
。

　一
、 胃 。 （stOinaeh ．第三 及第七圜 S むOl1ユ．）は V 字 形 に 屈 曲せ る 消化管 の 後端

を 占 め 筋 肉に 富 む 嚢 に し普逋其 中部 に 淺 き楯 れ あ り。 其 左 側 に蝸 牛 朕 の 盲鑾

（coecal 　oppendage 第七 圖 ceec ．　stolコユ、）附矚す 中 に 旋 身耕犬に 列 ぶ 數 多 の 辨膜 あ

b。 盲嚢 の 容積 は 胃 の 約四 分 の 一 に 過 ぎ す 、 然 し ヤ リ イ カ に 於 て は 盲嚢 の 方 反

つ て 甚大 な り。

　二 、腸 c （intestlne第 五 圖 il｝t・．）は 盲 嚢 の 直 内側 に 於 て 胃の 前端 よ り出で 左 右

兩膵臟 の 間 を 逋 b て 外 套腔 に 現 れ 眞直 に 前走 す 茲 を直腸 （rectum 第 三 及第 七 圖

rect ．） と稱 す 、 其尖 端 の 肛 門 の 各 側 に あ る
一

枚づ k の 辨膜 即ち肛 門附屬體 及墨

汁 嚢等 に 關 し て は 匿述 の 如 し L
マ ダ コ 類 に 於 て は 腸は 長 く し て 屈 曲 甚 し

。

　三 、 食道。 loesophagus ．第七 圖 oes ．｝、 腸 の 出發點 の 直 ぐ左 に 於 て 胃 の 前 端

に 逋 す る 管 に し て 之 を 前方 に 辿 れ ば 肝 臓 の 背 面 に 澹 ふ て 前 走 し頭 軟骨 （後出）を

貫 き騨經節 の 間 を通 りて 途 に 口球 に 連 る 。
タ コ 類 に 於 て は 食道 の 中部 は 特 に 膨

大 し て 哢i嚢 （cmP ）を形 成せ り
。

　四 、 肝臓
＊

（liver．第三 及 第七 圖 hep．）は 直腸 の 背方 iC位す る灰 褐色の 物體

tc し て 胃 と頭 部 の 全 間隔 を 占有 す る 廣大 な る 器 官 な り、 其 後端 近 く一 對 の 蝓 膽

管 を 出 し膵臟 〔pancreas，同圖 palleL）を貫 き て 腸 と 盲嚢 の 間 に 於 て 胃 に 開 邇 す 。

　五 、後陲腺。 別名 腹 腺 或毒腺 （pos七erior　 salivary 　glands，
　abdo ］uinal 　glands，

poisonous　glands．第七 鬮 gl．　abd ．）は 肝臟 の 直 前 に 位 す る
一

對 の 葉爿犬の 小體 な

り各 體 よ り出た る 唾 管 は 小 距 離 に し て 他 側 の 者 と 合 し一 本 と な り常 に 食道 と共

に 前 走 し 口 球 の 腹 後 面 に 入 る
。 本 腺 は タ コ に 於 て は 著 大 ic し て 有 毒 の 物 質

（alkaloid ）を含 む と （Krause　1897，　Henze 　1905）c

　六 、
口 錬． （bnccal　mass ，

　buccal　body ．同圖 buc・）、 頭 の 内部 に あ り、 前端 に

　 x’
肝臓は 脊推動物 の と 異 り 其分 泌 液 中 に dia罰 ase ，　trypsilコ 及 pepsirl性 の 滄化 素な 含 む又 胖臓内分泌

液 に も diastase性 の もの あ V と （Beurquelot　l885）．
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口 を有 し後端 に て 食道 に 續 く筋 肉 に 富 む 器官 な り
、 中に 溜化 管の 咽 頭部 を含む a

今頭 部 を腹腕 の 問 よ り後方漏 斗窩 に 掛 け て 切開 し て 口 球 を露 出 し食道 の 一部 と

共 に 取 り出 し て 其構造 を次 の 順 序 に 從 ひ 檢査せ よ
。

　（甲 ）上 下 兩顎 （mandibles ，
　，ialys，同圖 mand ・）と は 口 の 中 に 見 ゆ る 俗稱 カ ラ

ス
、

ト ン ビ な り。 （乙） 前唾腺 （allteriQr 　salivary 　9主ands ，　bucc田 91ands．同圖

gL　buc・）は 口 球 の 左 右各側 の 後部 に 一個 づ k あ 0 、各個 は 内外 二 部 よ り成 る
、

其
一

年 は 口球 後面 皀卩ち食道 の 冂 球 に 邁 す る 直下 に 附 着せ り、他 年 は 口球 の 組 織

中 に 埋 沒せ り
、 前者 を臉 査 の 後 口 球 を腹 面正 中線 に 沿 ふ て 切 開 し本腺を 口 球 の

内部 に 辿 る可 し
、 機 會 あ らば 顕 微 境切 片 を 造 り て 其唾 管 が 各 、 別 々 に 齒 舌 （後 出）

の 上 方 CC於 て 口 膣 内に 開 日 す る を 覗 る可 しc （丙 ） 舌下 唾 腺別名顎 腺或 は 顎下

腺 （sublingaal 　salivary 　gland5，
　mandibular 　g！ands ，　subn ユaxillary 　gland、同圖

gL　Subm ．）、 ［］球 の 内部 下顎 の 後 部 直上 に 位 す る一個 の 腺な り
c 本 腺及 前唾 腺

は 唯 mueh1 を 分泌 す る の み と、　 t　T ）後唾 管の 開 口 、　 rl球 の 下 面 よ り其組織 内

に 入 りた る唾 管は 眞 直 に 前走 し舌下 唾 腺の 上 に 於 て 凵 腔 に 開 口 す c （戊） 齒舌

（radula 同 圖 rad ，）は 櫓 駄 の 器官 に し て 、七 刻 をな す 數 多 の 角 質の 齒 を有 す 、

其 前部 は 口膣に 露 出せ る も其 後部 は 盲嚢駅 の 齒舌嚢 （rad し1土ar 　sae 、中 iC隱 る
。 解

剖針或 は ピ ン セ ツ ト に て 齒 舌 を取 り出 し て 儉鏡せ よ
。

第五 、 介 　　殼 （shell ）． （第 七 圖 9】ad ．）

　介 殼 は 本 種 に 於 て は 發育悪 し く單 に 角質 の 細 長 き薄片 （gladius） に し て 軸

（shax 揃 と翼 lvanes ｝ と の 二 部 に 分 つ こ と を得 、後 者は 後端 に 於 て 左 右相 合 し

極 淺 き盃1伏の 末端 圓 継 C．end −cone ） を 形成 せ り
c

ッ メ 6 力 類 〔．Onycoteuthis；
r｛oroteut ・his）に 於 て は末 端 圓錘 の 後 に 更 に 透明 な る 軟骨桿附着 す 。

ヤ リ 4 カ に

於 て は 角質部 の 翼が 發逵 し介殼全體 と し て 羽 毛駄 を呈せ り
。 甲烏賊 屬の 介殻 は

大 部分 石 灰 よ り な り種 々 幅廣 く し て 龜 の 背甲の 如 く胴 を覆ふ
、 甲烏賊 を解 剖す

る 場 合 に は 介 殼 を外 套 膜 よ り取 り離 し其腹面 に 就 き て 次 の 構 造 を檢査 せ よ
．

（一） 終 室 面 （last・　loeulas｝、 ζ二 ）横線面 （striated 　area ）、 （三 ） 内圓錐 （inner

cone ）、
（四 ）外 圓錐 CQuter　colle ）及 （五 ）針 （spine ）。 之 等 を化石 Belemllite類

の 介 殼 に 比 較 す れ ば 終室面 と極線 面 は proost・raculn に 内圓錐 は pragmocone に

叉針 は rostrun ユ に 祁 同 な tJ
。

第六 、騨經系 （nervous 　system
’
）． （第 二 、第五 及 第六 圖參照 ）

　他軟體動 物 の 腦 、 足 、 側 及 内臓 各 種 騨經節 は 頭 中 に 集 合 し相 接 績 し （此 連合

體 を腦 と 稱ぶ こ と あ り）其 周圍 に 軟骨 の 骨骼 〔頭 軟骨 cephalic 　cartilage ）發達

せ り
。 今本系 を頭 部 と胴 部 と に 分 けて 儉 査 し少 く と も前 者 rc對 し て 二 尾 、 後
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者 に 對 し一尾 の 酒 精 或 は ホ ル マ ワ ン 標 本 を 準備 す る を要 す、而 し て 末梢紳 經及

腦 と 諸小 神 經 の 關係 を精査 す る に は生 鮮 な る標本 を先 づ 二 三 日 2％ ク ロ ム 酸に

浸 し置 き後 酒精 に て 保存 され た る者 を良 し と す u

　A． 頭部の 稗經系 。 頭部 を 背面 よ り切開 し頭軟骨 を小 片づ 女 解剖刀に て 切 り

崩 しな が ら腦 及之 よ り 出つ る 諸紳 經 を露出 し次 の 順序 に よ り諸紳經節及其重 な

る 神經 を覗 る 可 し
。

　一

、 腦紳經節。 （gangholl　 cerebrale ．第五 圖 g．　cer ．）． 食道 の 上 に 位 す る紳 經

節 に し て 次 の 五 部 よ り な る 。 La）前下 葉 klobus　frontalis　iuferjor．第五 及 第六 圖

10b・　frnt・　inf．）最前に あ る 小 形 な る 部分 な り。kb）前上 葉〔lobus1沁 ntalis 　su 玉〕el
’iOl’．

同 圖 lob．　fmt ．　sup ．）前者 の 直後 に 見 ゆ る部分 な る 。 （c）顱 頂部 1．1。bus　verticalis ．

同圖 IDb．　vert ．）最後最上 に 位 し且 つ 最大部 な り縱 の 深溝 に あ り て は 左 右兩牢 球

に 分 た る
． 以 上 の 三 葉は 腦 の 背面 に 現 る 而 し て 殘 りの 二 葉は 唯側面 よ り見 る を

得 。 （d）前 底葉 （lobus　basalis　anterior ．第六 鬮 lob．　bas．　tl　1コ　t．　．〉前下 葉 の 後 、 ヌ 前

上 葉 の 下 に 位 す
。 （e）後底葉 （lobus　basaliS　posterlor｝顱頂 葉 の 後 下 に あ り

、 腦

を側 面 よ り見れ ば 其 大部 分は 親魎經節 の 蔭 に 隱 る 、然れ ど も後面 よ り見 れ ば 其

檢査容易な り。

　 腦醜經節 よ り出つ る神經 の 内顛 著 な る もの は 前上 葉 よ り前方 ic出つ る二 對 の

連 絡紳經 部 ち 腦 日球 連絡絲 （commissura 　cerebro −buGcalis．第五 及第六 鬪 c．¢ eL

bue．）と腦腕連 絡絲 爬comlnfssura 　cerebro ・braehia｝is．同 圖 c ．　cer ．　br．）並 tc後底 葉

よ り出つ る 太 く し て 甚 短 き左 右各側 の 腦足連絡絲 （comlnissura 　cerebro −pedalis

或 は lateraliε）な り
。 後者 を檢 す る に は 腦 を後 面 よ り見 る を良 し と す

。

　二 N 親囀 經節。 〔ganglion　 opticum ．第五 圖 g．　ept ，）、 眼球 に 内接せ る大 な る

紳経節 に して 覗 紳 經 （11ervus 　op もiCus．第六 圖 u ．　opt ．）に て 腦紳經節 の 前後 兩底

葉 に 連 績 す 、 本 節 の 上 後面 を 覆ふ 淋 巴腺袱 の 臼色醴 kwhite　body ．第五 鬪 corP ．

lut．）は 發 生 中紳經 節 よ り分 化 し來 りた る者 な りe

　三 、 内臟紳經 節。 （gangliOn　viscerale ．第 五 及 第六 圖 9．　visc
’　．）腦 の 最後部 tcし

て 食道 の 下 に 位 す c 腦 を背面 よ り見れ ば 腦紳經節 の 後 に 於 て 食道 の 外 側 に 現 る c

食道 を腦紳經 節 の 後 に て 切 斷 し腦 を後方 り よ 見 て 内臟 紳經節が 中央部 と翼部 と

に 分 た る を檢 せ よ、 但 し中央部 は他軟醴 動物 の 純 内臟 神經節 に 、翼部 は 側紳 經

節 く］）leurti1　g，angliOll ）に 相 同 す
。

　 本節 よ り出つ る 重 な る 神經 は 中央部 よ り後方 に 出つ る 一對 の 内臟 棘經 （第五

及第六 圖 n ．visc ，）と 各翼部 よ り出つ る 太 き外套紳經 （同圖 n ．　pall．）と す
。

　四 、 足祠經 節 。 （gangli。n 　pedale，第六 圖 g．　ped．）食遘 の 下 に 位 し前後 に 延 長

せ る 神經 節 に し て 内臓 紳經 節 の 直前 に 接 し之 と は 單 に 淺 き横溝 に て 區 劃 さ る る

の み
、前出 の 腦紳經節 と は 食道 を取卷 き て 腦足 連絡絲に て 連 絡 さ る

。 夊 前方 に 太
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「

き多數 の 紳經 腕 足連 絡 絲 （comunissura 　braclユio・pedalis．同圖 c．　br．］）ed ．1｝を出 し

て 腕 紳經節 と連 續 す
。

　五 、 腕辞經 節 u （ganglion　brachiaLe、同圖 g．　br．）、 凵 球 の 下 後方 に 位 し足紳

經節 の 前 tc あ る扇胱 の 神經節 な り
、 腦瀞經 節の 前上 葉 と は 腦腕逹絡絲 に て 連絡

さ る
。

日 球 を取 り去 り腕 の 基部 と 頭 の 連續個 所 に 於 す 本紳經節 を捜す を便 と す
。

腕祚 經節 は 元來 足脚經 節 の 延長 部な り 、 其 原款 は タ コ 類 に 於 て 最 明 か な り
。

之

よ り 出 つ る 重要 な る1瞳經 は 次 の 二 種類 と す
。

　a ． 腕紳經 及觸腕神 經 （皿 ervus 　brachialis及 n ．むentacu ！aris ．第五 及第六 鬪 n ．

｝）r ，　 1−4 ；n ，tent．）腕紳 經節の 前 よ り出つ る 五 劉 の 太 き 祚經 な り、 前走 し て 腕 及

觸腕 の 中 心 に 入 る e 之 IC入 る 所 に 於 て 總 て の 紳經 は横 枝 を 出 し て 環 状 に 連絡 す 、

之 を腕 間連 絡絲 （commissura 洫 tefbrachia！is．第 五 及 第六 鬪 ］コ．　ilitc・v　br．〉と稱 す 。

　b， 腕 目 球連 絡 糸 （c 。nmissura 　brachio−buccalis．同 鬪 c ，　br，　buc．）、 腕 騨 經節

と後 出 の 上 口球 紳 經 節 と を蓮 絡 す る 紳經 な il　c

　六 、 上 口 球憩經 節 。 （gan91ion　 buccale　 superius 同鬪 9．　buc．　sup ．）頭部 を背

面 よ り切 開 し 口球 を露 出せ し際 食道 の 口 球 に 連 る個 所 の 直上 に 見 ゆ る枕状 の 物

體 な り
。 腦碑 經節 と は 腦 口球 連 絡 絲 に よ り て 叉腕 紳經 節 と は 腕 口 球 連絡絲 に て

連 絡 さ る
． 前方 に 多數 の 紳經 を出 し 口 球 の 筋 肉 に 派 す之 を滬 紳 經 （llervi　labia−

1es．同圖 ll．！ab ．） と稱 す
。 叉 左右 よ り名

一・
本 つ つ の 挿 經 即 ち 口 節 連 絡 絲

（con ユmirsura 　buccalis　superioT 　in£erior ） を 出 し下 に 位 す る 下 日 球 瀞 經節 に 連絡

の

齢

　　　　　　　 あh 脈 オ・3卯 ，l
lcb・605ρη τ

　n ．6n
’
　4，　　 6ue ．

　 　 第　 　　 六 　 　　 圏

ス ル メ イ カ 頭腕部の 紳經系　　（側 面園）
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す
。 本祕經 節 は 元 來 腦神經 節 の

一
部 な り、甲烏賊 及 タ コ 類 に 於 て は 其 原状 を呈

し兩節 は 相接合 し て 一節 と な れ り
。

　七 、 下 口 球憩經節 。 （ganglion　buecale　inferius．同鬪 g。　bUC．　 hlf）は 上 口 球

紳 經 節の 下方、食 道 の 直 下 に 位す る 小 紳經節 に し て 他軟體動物 の 日 腹脚經 節

（ganglion　stomatogastricns ）に 相 同な り
。 凡 そ三 種 の 神經 を 口 球 に 振 し て 口 球

唾 液腺 、 舌下唾 液腺等 に 關係 す 、 夊後方 に は
一

籤 の 交威紳 經 （nervus 　 sympa −

thicus．同圖 n ．　symp ．、を 出 し食道 に 澹 ふ て 後走 し て 後逋 の 胃神經i節 に 連絡す
。

　 B ， 胴 の 祕經 系c 動物 を腹 贏 を上 に し て 外 套 を縱 に 切 開 し次 の 諸神 纏 を見 る

可 し。

　一
、 内臓騨 經 c （nervus 　yisceralis ．同 鬪 11．　vise．）前以 て 見 た る一 劉 の 内臟聯

經 を大靜脈 に 沼 ふ て 後方 に 辿 れ 。 本 紳經 は 内臓聯經篩 を去 り寸餘 に して 大 靜賑

の 側壁 に 來 りZF 行 し て 後走 し腎嚢の 表面 に現 れ 一短横枝 に て 連絡 さ る此 連 絡 紳

經 を後 内臟連 絡 絲 （commissura 　visceralis 　pos七erior ．第五 圖 c．　vise ．　post．）と稱

す。更 に 茲 よ り左 右 に 入 字 形 に 離 れ鯲 の 根 元 に 行 き 鰓靜 版 に 沿 ふ て 鰓 の 先端 に

走 る。之 を鰓 神經 （nervus 　branGhialis．同 圖 ll．　brn．） と稱 す 、 本 神經 は 鰓 の 基

部 に近 く小 紳 經節 を有 す之 を鰓 祕經 節 （gan91ion　branchiale。同圖 9．　brn．）と稱

す
。 3ζ別 に 内臓 嚢、卵 嚢腺及轍卵 管等 に 小 枝 を派 す。

　＝
、 胃稗經 節 。 （ganglion　gastrieUDユ．同圖 g．　gastr．）は 噴門 （食 道 の 入 口 ）と幽

門 （腸 の 出 囗 ）の 間 に 於 て 胃壁 の 外 面 に 附着 せ る卵 圓形 の 祕 經 な り。 四 方 に 多數

の 祕經 を出 し胃壁 、 其 冒嚢 、 食 道 、 及轍謄 管等 に 關係す
。 食遘 に 滑 ふ て 前走 す

る者 は 前 出の 交 威 神經 に し て 下 囗 球紳 經節 に 連絡 す
。 叉 胃碑縲節 の 前端 よ り出

た る
一

禪 經 は膵臟 を貰 きて 更 に 前走 し後二 本に 分叉 して 内 臓 紳 經 の 後 部 に 連

る 、之 を胃 内臓連絡 絲 （colnmissura 　viscer 〔）gastrica，同圖 c．　visc．　gas七r．）と稱 す
。

　三 、 外 套跡經 。 （nervus 　pallialis．第五 及第六 圖 n ．　pall．）肝 臓 を取 り去 り前 出

の 外套禪經 を頭 部 よ り後方 に 辿 る 可 し
。 本 紳 經 は 内臓紳經 節 の 翼部 よ り出た る

後小 距離 に し て 内外 二 本 に 分 る 、

一 つ は 外外套紳經 （n ．p．　externus ．第 五 圖 ll．

pall．　e．）と稱 し後走 して 鰭 に 入 る。 他 の 一 つ は 内外 套騨經 （n ．　p．　illternus．第五

圖 n ・palL　i）と稽 し鰓 の 先 端 近 くに 於 て 外套 膜に 入 る 前 に 前 出の 星 歌 祚 經 節

くganglion　stella むm11 ．第二 、 第五 、 第六及第七圖 、
　g．　stelL ）を形 成す

。 左右 の 兩

星腴騨經節 は 一
つ の 太 き連絡顧經 （星節連絡絲 cornmisSura 　stellaris ．第五 圖 e ．

ste ユL）に て 連 る、其 他外方 に 約 十 本 の 太 き祚經 を外 套組織 に 派 す 其 内最後 の 者

は 先 き の 外外 套紳經 に 合
一

す
。

第七、圭殖器 （reprodUetive 　organs ）・ （第
一、第三 及 第 七 圖參 照 ）

雌 雄異體 な る を以 て 本器 官 を檢 す る に は成熟せ る 雌 雄各 一尾 を準備せ ざ る可

らす 。
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轟

露

b

［雄］ 「 交接腕或 は 一 ク ト コ チ ・・ ス （hecto・・tylus・第
一

鬪 he・t・〉、第 四 右

腕 を檢せ よ 、 本腕 は 相聾 す る 第四 右腕 に 比 して 幾 分 太 く其 先端 の 約ギ長 に は 吸

盤 の 代 り に 二 十 餘 對 の 乳嘴朕 突 起 あ り
．

ヤ リ イ カ 及 甲烏賊 の 交接腕 は 第四 右腕

な り
、 其構 造 は 前者 に 於 て は 稍 止 記 に 似 る も後者 に 於 て は 其 根 元 の 吸 盤 退化

し乳購爿犬突 起 も亦無 し。 本腕 は 交 接 の 際 に 雄 が 自饐 の 精 筴 （後 出 ） を雄 の 身體

の 一
定 所 に附 着 せ しむ る 器 官な り、 蓋 しヘク ト コ チ ル ス の 語 は 昔 イ ポ グ コ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Ocシ伽 の の 雌 の 外 套 腔 に雄 に よ り

第　 　 七 　　 圖

ス ル メ イ カ の 側 面表 圖

　　 て 押入 せ られ た る 本腕 を奇生蟲 と 誤

覊纖羅
　　 接 の 際生理 的 に 分難 す る交 接腕 は イ

　　 tr ダ コ の 他 に フ ネ グ コ に も發 見 さ る t

　　　 二：：
、　精欒。　（testis）　前　出　第入 項 を

，　 見 よ
。 外 套櫨 の 後端 に 位 し圍 心 丙臟

　　 歴 皀防 膿脇 の 後部 を 占有 す 、 而 して

　　 胃 生 殖 靱 帶 （hgamentUIll　 gastro−

　 9・nit’ali ・・第 三 圖 ユig・9・9・）に て 前方

　 に 於 て は 胃 に 後方 に 於 て は 外 刳 釜の

　　 後端 に 連 結 さ る
．

　　　三 、 翰 精管 。 （1
’
as 　 deferelis）前出

　　 第入 項。 復 雜 な る 管駄 の 器 官 な り一

磯 　見縺 れ た る 紐 の 如 し
D 内臟 嚢 を切 開

　　 し て 全 輸精管 を取 り 出 し縺れ を 解 き

　　 各 部 を檢せ よ．

　　　 a ・ 精 蟲管 くsperniidt ．ict ）、 繩 の 如

　　 く拗 れ た る 管 に し て 中に 精 蟲 を有「し

　 常 に 白色 不 透明 な O 其遊離端 に て 圍

　　 心 内臟 趣 に 開 口 す 、 從 as　一般 に 茲 の

　 　 み を輸 精 管 と稱 せ りu

　　　b． 精 筴 腺 廴sperma も・ Ph ・ rie

　　　　　　　　　　g玉and ）、 精蟲管 に 連 る 太 く稍 し透明 な

　　　　　　　　　　 る 屈 曲 管 な D 、精 筴 を形 成 す。 普通

　　　　　　　　　　貯 精 嚢 （vesieu ］a 　semillalis ）と稱 す
。
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　c． 副 精筴腺 （a．ceesory 　sperlnat ・ol）heric　gland）、 延長せ る 不 透明 な る 腺に し

て 茲 に 於 て 精 筴 の 最外 鞘 を 完成 す 、 普邇攝護腺 （prostate　gland）と稱 す る も其

意 義當 らす 、

　d． 精筴管 （Spermat 。phorie　duct）、 精筴腺が 副精筮腺 に 連 る 附近 よ り出 つ る

狹長 な る管 な り 完成 した る 精筮 を衣 の 精筴嚢 に 輸逾 す る 管な り Brook 氏 は 之

を輸精 小管 （vas 　efferens ）と稱 せ り
。

　e ． 精筴嚢 （rpermatophoric 　sac ）s 別 名 ニ ー ドハ ム 嚢 （Keodhanis　sac）と稱 す c

成熟せ る 雄 に 於 て は其 中 に 順序 良 く螺 列せ り數 多の 精 簑 を藏 す
。 嚢 の 先端 は 細

く右鰓 の 根 元 に 於 て 外套腔 に 突 起 せ b
、 茲 を陰 莖 （penis）と稱 す 但 し直接 交接

に は 關係せ す。

　f， 精筴 ｛s｝）ermatlophore ）、 精筴嚢 よ り精 筴 を 取 り出 し顯微 鏡に て 次 の 諸點 を

檢せ よ
。 （i）外 鞘 （outer 七unic ）最外 の 靱 強 な る 皮膜 な り

。 （ii＞射 出管 （dischar
−

ging　tube ）螺線状 の 斑絞 を有 す る 細管に して 精莢の 過宇 を占む
。 （iii）精 蟲塊

（sperm 　maSS ）、他 牢 に あ る 白色不 透 明 な る 物膿 な り名 の 示．taB く精蟲 の 集 合體

な り。　（iv、搴占着冒豊 （cement 　b〔｝dy）、 　身寸出管と 精童壷塊 と を繋 ぐ垣卩芳彡侵豊な り v 　生鮮

な る 雄 よ り精 筴を取 り出 し其 射 出管 の あ る 方 の 端 （射 出口 ）を解部針 に て 觸 れ 同

管 が 精 蟲塊 を 射出 す る 有樣 を 實驗せ よ
。

　［雌 ］　一
、 卵嚢腺。 （nidanienta191ands ．第三 圖 9L 】lid ・）前 出第 入 項 を見 よ 。

左右 の
一對 よ り威 る 、 他 の 生 殖 器 と 關係 e す獨 立 し て 外 套雛 に 存 在 す c 腺 を切

開せ ば 内部 に 中腟 あ り て 先端 に て 外套腔 に 開 口 す 、 叉腔 の 圍周 に は 前後 に 列 ぶ

多數 の 腺葉 あ りて 卵 嚢 を分泌 す。 成 熟せ る雌 に 於て は 腺 は 其 長 さ數 寸 を越 え外

套腔 に 充滿 す 。

　＝ 、卵奥。
（ovarium ．同鬪 OV ．）前 出第八 項 、 精 巣 の 如 く圍 心 内 臟 膣に 後 部

を占 め 胃生殖靱 帶 に て 胃 と外 套外端 に 繋 が る。

　 三 、 輸卵管。 （oviduct ．同 圖 ovd ．）前 出第入項 、 内臟 嚢 の 各側 に 一
個 つ つ 存 在

せ る 屈曲 繁 き管 な り皮膜 甚だ 薄 けれ ば 容易に破 壞 す 、 其 後端 に て 園 心 内臓腔 に

開 き 前端 に て 輸卵 管腺に 逋す 、 成熟せ る雌 に 於 て は 常 に 熟卵 を充 滿 す
。 内臟 嚢

を正 中線 に 澹 ふ て 切 開 し反 轉 し て 轍卵 管 の 構 造及之 が 圍 心 内臓腔 に 開 く所 を見

よ
。

　四 、 輪卵管腺 。 （ovidueal 　gland．同 圖 gl・ovd ・）前出第入 項 、 轍卵 管の 先端 に

發 達せ る卵球状 の 臼色腺 な り、 放 射｝伏に 整列せ る 多數 の 腺 葉 よ りな る
、 熟卵 は

其 中腔 を通過 し て 外 套腔 に 田 つ
。

　 五 、 熟 卵。 （matUre 　ovum ）輸 卵 管よ り熟卵 を取 り出 し顯微鏡 に て 檢せ よ
。 前

述 の 如 く充 分 成長せ る卵 は 飴色 に し て 卵 球耿 を呈 に長 徑漸 く一粍 、 厚 き膜 を覆
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6

り一極 即 ち 動物 極 （animal 　p   le）に 小 孑廴 Lmieropyle）あ り。 卵巣 の 組 織 よ り離

れ 圍 心内臓膣 即 ち體藤 に 遊離 し後輸卵 管 に 入 る。

　六
、 受精嚢 。 （receptaculu 皿 5eminis 、 前出第四 項 、 新鮮 な る 雌iに 於 て は 口 周

膜 の 組 織 中に 口 を取卷 き て 環列 せ る 自色不 透明 な る米 粒朕 の 物 體 と して 現 る
、

顯微 鏡切 片 に よ り て 檢 せ ば 各 個 は 更 に 數憫 の 室 に 分た れ 中 に 多數 の 精 蟲 を發 見

す 可 し e

　七
、 人工 受精。 （artificial 　fel・ti］izatiOil）臨海實驗所 に 於 て 生 活せ る雌 を求 め

ビ ペ
。 ト を以 て 輪 卵 管 よ り熟卵 を 取 り出 し時計皿 に 入 れ 次 に 周 口摸 に 附着せ る

精筴或 は 受精爨 申 の 精蟲 を加 へ て 靜置 す る こ と約 十 分 後沖 合 の 海水 を加 へ 飼養

す 可 し但 し長 く發生 の 經過 を見 る に は 水 濫 を凡 そ攝 氏 十 五 度 に 保 た ざ る可 ら

す 。 以上 の 如 く礎理 した る卯 を 少數つ つ 取 り出 し顯 微鏡下 ICて 觀察 す可 し
。 受

精後 直 ち に 原 形質は 動物極 に 集 り て 層 を な す 、 第
一

極體 （fi1
’St　poku

’body ）は

受精 後
一

時間乃 至 二 時間 、 第 二 極體 （secOnd 　i）olar 　body ）は 更 に 二 三 時 間 を經

て 動物極 よ り出づ 、 以後核 の 分裂 、
卵 の 分 害ll甚だ 鮮明 に 現 る

。

　七 、 交接の 習性 。
ス ル メ イ カ は 五 ＋ 蕁内外 の 海深 に 常 棲 す る を 以 て 其習性 を

觀 察 す る こ と不 可能 な れ ど もヤ リ ィ カ は 淺 海沿 岸疊 の 動物 な れ は 水 槽 中 に 於 て

も其 習性 を示 す を以 て 觀察 容易 な り先 づ 雄 が 腕 を以 て 雌 の 體 或 は其腕 を檢束 し

交接腕 を 以 て 自己 の 精 筴 を雌 の 囗邊 に 附着 す
。

略 　 　字 　　解

喩

』

a．br．i− iv．
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a ．br．com ，

a．bm り
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a．hep ．
，

a ．ga8も】  ，

a・gen ・，

a ，marg ．palユリ

a ．palL，

a・pa皿 cr ワ
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a．pinn，，

a．PO 醜，，

a、阻 1iv．，
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atr．
，

ar 』elia 　brachia】is　l− 1V

art｛
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aort 乱 cePhaliea

arteria 　hepatica
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膵 動 賑、
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後動脈、

後 唾 動振、

觸髄動賑、

肛 門附溺盟、

鰓 心 附屬髏、

墨 汁嚢、
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雜 録

未記録 の 一 葉卷蛾 に就 きて

6

o

i

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　丘　　英　 通

　　友入櫻 井孝 氏 の 採 集品 中 に 明 か に C’ctcoec ・i．a 　lechererna　L と 同定 し得 る もの が あ

　　　　　　　　　　　る。 或 ひ は 未 記録 の も の か と考 へ る故 こ こ に 報 告 し て 置 くu
ヨ

　 　　ー r ッ バ 産 の もの と 斑 紋 に 於 て差 が 認 め らる 圭故變 種 と し て

　 　　var ．　・nipponi αa・な る名 を與 へ る
。

因み に 原種 は ひ ろ く ヨ
ー ロ ッ

　 　　パ に 分布 し、 普逋 の も の で あ る
。

　　　　　　x2

　∫‘3・1

・Uacoeei儒 IecJ！．8伽 乙α vaL 　nip ｝onierO

　　　　　　Sur　une 　nouve ｝le　vari6 七6　de （
一
「

αcoec
’ia　lecherulrα L，（Tortricidae♪

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　PaL．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 HIDEIIITI　OKム

　　　　　　　　　伽 o勲 撤 θα箆 α L
，
var ．　n ．ippondea

，
　var ．　n 。v ・  9．1）

　　Comme 　apParGnce 　96n6rale，　cette 　vari6t る　ressemble 　assez 　a−1’

esp 邑Ge 　originale ；

elle 　diffbre　eependant 　de　la　derni色re 　par　le　fait〔iue　dans　les　ailes 　anterieures 　la

co ］コ．t，inuation　｝ollgitudina ！e　de　la　d　euxi 色me 　bande　transversale　se　prolonge　et

d6crive　une 　courbe 　r｛｝guli壱re ，
　eQnvexe 　vers ユe　front　L ，

expansion 　m 壱sure 　1．9　mm ・

　　Un 　seul 　l謝 e　dans　la　c・11ecti・n 　de　）1．　SAK σRAI
，
　P。rtant 臨 iquet加 suiv ・m 右e．

Tokio　Mai
，
1922（no ．1209）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 t

　　Remarctue　： Ama 　 eonnaissance
，
　 P色sP 色ce 　 uriginale 　 n

，

a　 pas　 encore 　 6fe

signal 壱e　de　Japon ．

　　　　　　　　　　　　　　　テ ン タ ウ ム シ の 群居 に就て

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　結 　 城　 次　 郎

　．動物學雜誌第三 十 五 卷 四 六 一頁 に て 鹿野忠雄 氏 が 北 日本 ア ル ．プ ス 山中に て ナ ・ホ シ テ ン タ ウ （σ傭 轆
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